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１．コンソーシアムの組織と普及活動
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エコーネットが開く新たな世界ECHONET2.0 エコーネットシンポジウム2024



新たな戦略に向け、組織体制も拡充。

理事会 評議会

企画運営委員会

ECHONET Lite AIF
認証構築WG

規格・認証
WG

国際標準化
WG

知財・法務
WG

技術委員会

システム
アーキテクチャ
（SA）WG

スマートEMS
（SEMS）
検討WG

相互接続
WG

普及委員会

海外推進
WG

広報
WG

WebAPI
検討WG

監事

総会

事務局 ECHONET2.0実現に向けた課題検討WG

データ連携検討WG

ECHONET2.0
技術セミナー検討WG

サービス連携
検討会

JEITA スマートホーム部会
との共同WG（新設）
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他団体との連携を
技術と普及の観点から推進

Web上のAPI技術仕様
（ガイドライン）の策定

ECHONET IoT マスター
などの資格制度や教育の推進

ECHONET2.0の戦略を検討

ECHONET2.0関連で
近年新たに新設したWG

組織



ホームページ・リーフレット・パンフレット

分かりやすいホームページを準備しています。最新の情報を、皆様ぜひご活用ください。

ホームページが見やすくなっています。
また、最新の規格や資料をダウンロードしたり、各種活動やご講演の視聴なども、
できますので、皆様のあらゆる場面でご活用ください。

リーフレットや
パンフレットの
最新版を
ご活用ください。
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ホームページ



さまざまな展示会に積極的に出展しています。

CEATEC

JEITAスマートホーム部会と共催：

デジタル田園都市とスマートホームの連携

ENEX

神奈川工科大学共催・JEMA/住団連共催・会員企業参加型の協創展示
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展示会

CEATEC会場セミナー

展示会場来訪者 ８４３名（バーコードスキャン）

聴講者１５７名
ENEX会場セミナー

ENEX会場エコーネット・神奈川工科大ブース
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CEATECにて「エ
コーネットコン
ソーシアム・オン
ラインセミナー」を
開催

エコーネットのアーカイブコンテンツ

視聴回数５６２ 視聴回数３７６

視聴回数４１７ 視聴回数２５１

CEATECでの
オンライン来場者：
重複あり計2002名

https://echonet.jp/video_echonet_activities/

https://echonet.jp/video_el_standard/

https://echonet.jp/video_advisory_fellows/

https://echonet.jp/video_affeliates/

現在エコーネットのHPでアーカイブ中

コンテンツ

皆様ぜひ拝見ください。



国際標準化活動
① ECHONET Lite AIF 仕様の国際標準化推進（ISO/IEC JTC1 SC25 WG1）

－経産省 産業技術環境局国際電気標準課の補助事業を受託。
 神奈川工科大学と連携し推進

－「蓄電池－HEMSコントローラ間AIF仕様」のIS発行（2023.04.20）
－「電気自動車充放電器／電気自動車充電器・HEMS コントローラ間AIF仕様」を次期提案とするための準備中

② ECHONET Liteの機器オブジェクト詳細規定の国際標準改定提案の推進（IEC TC100）
－IEC62394（機器オブジェクト詳細規定）Ed4.0（Release Mベース）のIS発行（2022.07.22）
－IEC62394 Ed5.0（Release Q rev.1ベース）への改定。 2024年度中のIS化目標

③ ECHONET Liteの電気自動車充放電器／充電器のユースケースの国際標準化推進（IEC JWG57-69-120）
自動車業界関係者と連携し、PT63380で電気自動車充放電器／充電器のユースケースを提案中（CD）。

テュフラインランドジャパン
武部委員が、情報規格調査会 

国際規格開発賞を受賞
（2023.6）
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国際標準



業界団体や標準規格との連携

Society5.0社会の実現に向けて

ＪＥＭＡ

住団連・ZEH住宅の普及
・HEMSの普及

・VPPサービス

・サービス連携検討会
の共同開催

・IoT標準化
・IoT個人情報保護

PCHA、HL7協会 CHAdeMO

W3C WoT ACROSS

・脱炭素,分散デジタル化・Web of Things

・EV充放電器・健康情報連携

AHNC

ISO/IEC

・国際標準化

カーボンニュートラル実現に向けて

標準規格団体他との連携

業界団体間の連携

業界団体や標準規格との連携
普及拡大を進めるにあたっては、さまざまな業界団体や標準規格団体との連携が不可欠。
デジタル社会全体での標準化領域の拡大や、これによるさまざまな社会課題の解決を進めます。

標準化機構
や研究会

さまざまな
標準規格と
連携していきます。

ＪＥＩＴＡ

・アジアスマートホーム

その他
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防災科研

・防災情報連携

他団体との連携

防災DX官民共創協議会

エコーネット
コンソーシアム



２．ECHONET Lite規格の普及状況やトピックス

9

エコーネットが開く新たな世界ECHONET2.0 エコーネットシンポジウム2024

2024年3月11日



ECHONET Lite 認証取得機器の出荷状況

2022年度に約 1260 万台増加し、累計約1.39 億台の出荷実績。
次世代スマートメーターにも採用。分散電源、特例計量器などを加え、ECHONETは 次の10年へ

エアコン（ほぼ全世帯）

スマートメータ（全世帯）

その他（内給湯器の割合が大きい）

単年度出荷実績伸長中

累計出荷実績
22年度、1.39億台
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普及状況

138,793,985台



5月Eに昨年度集計をアップいたしましたので、最新の情報に差し替えます。

ECHONET認証を取得した出荷規模（市場実態）

・市場におけるエアコンの通信ユニット内蔵台数は年々増加し、
21年度累計約900万台となった。

（参考販売状況：2023年4月価格コム掲載数 無線1579機種、有線０機種）

・また内蔵比率も年々アップしている。
（2２年度、エアコン約37%、給湯器約55%←半数以上）
⇒設定すれば、すぐつながる機器がこれだけ市場に存在する。

累計

約900万台

年度

36.9％

54.8％
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普及状況



データが流通する協創空間を実現

スマートメータは
ほぼ全世帯

エアコンは
全世帯に
準じる規模

事例１
ECHONET Lite搭載
機器の累計出台数

事例２
ECHONET Lite 対応
通信機能搭載台数
（累計）

スマートホームのデータが流通し、
さまざまな価値が、皆様に提供される世界

IoTデータは各社に分散

大半は各メーカクラウドにも接続

現在の状況 目指したい市場イメージ

マルチサービス

協創と秩序

マルチベンダー

つながる機器は増えたが、IoT情報
は、まだ社会で活用されていない。

2022年

138,793,985台

2022年

11,986,902台
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目指す世界



ECHONET2.0の目指す形

カーボンニュートラルは、発展を続けるデジタル技術を用
いた、高度エネルギーマネージメントによってもたらされる
もので、現在進めているECHONET2.0による新たな取
り組みと合わせ、2030年に向けた全世帯へのエネル
ギーマネージメント導入を目指します。

ECHONET Lite実装機器やECHONET Lite 
Web APIを活用したサービスの普及・拡大により
、あらゆるIoT機器を標準の仕組みでカバー、デジ
タル社会の秩序ある協創空間を広げていきます。

あらゆるIoT機器に適用 全世帯でエネルギーマネージメント
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目指す世界



14

カーボンニュートラル諸施策に対するエコーネット規格準備状況

14

①ECHONET Lite関連
分散電源関連スペック、

ガイドラインを着々と策定完

Release R(23年5月)
・次世代スマートメーター
低圧メータ・双方向高圧
メータクラス
・周波数制御クラス
・機器エラー対応

DSR-MSが 

各機器を最適制御し、

制御状況・結果を把握
(ECHONET1.0の世界)

リソースアグリゲーター(RA)が

 DSR-MSに機器制御を指令し、

制御監視・結果を取得
（ECHONET2.0の世界）

宅内

VPP
サーバ

③JEMA連携。低圧リソース活用の
VPPガイドライン策定(23年6月)

・アグリゲーターのクラウド間連携のI/Fとして
ECHONET Lite Web API活用の事例検討

宅内（ECHONET Lite)、
インターネット空間（ECHONET Lite Web API)

それぞれで着実に対応を進めています

Release Q(22年10月)
・分散型電源電力量メータクラス
・EVPSクラス（改訂）

② ECHONET Lite
Web API関連

規格の継続更新(23年4月)
・API仕様部(Ver.1.1.5)
・機器仕様部(Ver.1.5.0)

ガイドライン公開(23年4月)
・PCHAとのデータ連携に
関するガイドライン

活動トピック
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次世代スマートメータ

エコーネットコンソーシアム AIF仕様書

情報通信技術委員会（TTC） 実装詳細ガイドライン
2025年から導入予定の次世代スマートメータでは
Bルート通信（宅内側）でECHONETが採用さ
れ、無線も新たにWifi通信が加わります。

https://echonet.jp/notification/20231128/

https://www.ttc.or.jp/topics/20231117
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次世代
スマートメータ

HEMS
コントローラ

VPP向け
コントローラ

スマートフォン用
コントローラアプリ

機器内蔵
コントローラ

次世代スマメBルートの「多様なコントローラ※」への接続

ホームエネルギーマネージメント
（ZEH住宅、省エネ住宅）

Bルート活用
（スマートメータ
コントローラ間
AIF仕様）

低圧リソース機器の分散電源活用
（VPPシステム、高圧一括受電、ピークシフト）

さまざまなIoTアプリや、サービスアプリで、
電力計測値を活用
（見える化、省エネ確認、サービスと連携）

エネルギー関連機器で電力計測値を活用
（機器のモード切替、自動設定変更）

※Bルートを経由したスマートメーターへの複数台の需要家機器接続は、通信容量等の制約を踏まえ3台程度が上限の目安

システムで活用

アプリや機器で活用



３．ECHONET Lite Web APIの策定と
他規格・サービスとの連携
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エコーネットが開く新たな世界ECHONET2.0 エコーネットシンポジウム2024

2024年3月11日



ECHONET Lite Web API機能拡充・外部連携方針

①基本機能②応用機能③機器増大 → ④異種連携⑤制御高度化を促進
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制御

監視

通知

グループ化 履歴複数命令

ECHONET Lite
Web APIs

基本機能群

応用機能群

機器毎Device Desc.既定

AI

アプリ／サーバ
（サービス事業者）

クラウド

各種リモート操作
機能を提供

bulks groups histories

devices異種連携強化 機器制御高度化

機器増大

Web API



関連文書の公開

“ECHONET Lite Web APIガイドライン 利用公開の方針“を公開

ECHONET Lite Web APIの利用拡大や円滑な商用展開のために

ECHONET Lite Web APIガイドライン
利用公開の方針 | ECHONET
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Web API

https://echonet.jp/web_api_guideline/disclosure_policy/
https://echonet.jp/web_api_guideline/disclosure_policy/


エネルギー
マネージメント

サービス

介護
ヘルスケアサービス

社会インフラ
公共サービス

system of systems

他のサイロとの
サービス連携

ユーザーの様々な要求でIoTシステムは他のサービスと統合され、ホームネットワークサービスはSystem-of-Systemsの形態で
進化します。また標準規格の存在によって多くのサービスがエコシステムになり、標準データの流通で、市場が高い価値を生みます。

ホームエネルギー
マネージメント

生活利便性
の向上

見守り
ホームセキュリティ

他の最適化されたサービスのサイロと連携を加速します。

ホームネットワーク環境

機器の
メンテナンス

健康管理
食材管理

レンタル
シェアリング
Eコマース

最適な
空調・換気・空清

電力系統・地域・市町村

施設・派遣・病院・ジム

市町村・交通・公共システム

今後、異なる領域のサービスと連携が進み、社会課題解決の原動力となります。

さまざまな
スマートホームサービス エネルギーの観点

健康の観点

公共性の観点
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連携活動



ECHONETは異なる規格と連携。サービスの広がりに対応。

ECHONET

規格

PCHA

（HL7 FHIR）

規格

CHAdeMO

規格

医療健康機器のContinuaデータ、
Weｂで医療情報データ連携を行う
HL7 FHIRなどを扱う、健康医療系の
標準規格。患者のID等も規定し、
病院の電子カルテ等でも使われている。

医療健康分野で最適な
情報の仕組みを持つ

電気自動車関連業界で
最適化された共通の規格

家電住設機器を共通の言葉で定
義したホームネットワーク規格

家電住設機器の固有のふるまい定義を
含む認証制度を持ち、各メーカ間で共通化
できるデータやの定義や、宅内だけでなく
クラウド間のWebAPIなどを定め、国内で
広く使われている規格

電気自動車と充放電の間を、各
メーカの共通仕様として定めた規格。
CHAdeMO3.0では、日中統一の
規格として発表された。

それぞれの規格は、長年にわたる共通仕様に対する合意形成や、最適化努力の結果、関連企業や業界で使いやすい
ようブラシュアップされてきた。⇒規格間にはサイロ境界が存在するが、ここを突破し連携する事で新たな価値を生む
ECHONETはWebでもエッジでも幅広く連携が可能で、市場でのサービスの広がりに、これからも対応していきます。

医療・健康
関連施設
やメーカなど

住設・家電
機器メーカ
電力・通信
住宅メーカ

自動車メーカ
EV充電器
メーカなど

連携定義 連携定義
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連携活動

Matter規格との連携については、本シンポジウムで技術委員会からプレゼンします。

エッジ領域で連携Web領域で連携



４．新たなサービスの創造と社会課題の解決に向けて
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エコーネットが開く新たな世界ECHONET2.0 エコーネットシンポジウム2024
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・サービス事業者
・プラットフォーム事業者
・SI/設備事業者
・IoT機器事業者

技術仕様SWG

施策検討SWG

技術仕様SWG：
クラウド間連携構造、認証、ECHONET規格との整合等、
Web上の協創空間に必要な技術仕様の策定、実証、都市
OS連携などを検討。

施策検討SWG：
標準仕様の策定に必要となる考え方やポリシーの整理、普及
のために必要な制度設計の他展示会や説明会などを通じた広
報活動を進める。

8団体・機関、2大学、28社、関係省庁参画

JEITAスマートホーム部会との共同検討会活動

全体会議

新サービス創造データ連携基盤検討会（サービス連携検討会）

エコーネット
コンソーシアム
普及委員会

JEITA
スマートホーム部会
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共同検討会

エコーネットコンソーシアム、JEITAスマートホーム部会の両団体では、
住まい・行政・産業を暮らしのデータでつなぎ、住民・行政・地域産業が共助の
関係を作り、サービスの持続性の問題や様々な課題解決を実現するエコシステ
ムの実現を目指しています。

2022年8月設立



プレスリリース 団体共同広報
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団体共同広報（JEITA・ECHONET）

能美市広報発表

https://www.city.nomi.ishikawa.jp/www/

contents/1672982202150/index.html

https://echonet.jp/notification/20231002-2/

デジタル田園都市基盤との連携で共同広報発表を行いました。



見守り対象者の住所

デジタル田園都市
データ連携基盤

イエナカデータ
連携基盤

在宅状況

状態変化を抽出

家電の状態

ユーザ宅

IoTデータB

高次データ イエ No.

機器ID-B

登録情報B

機器ID-A

登録情報A 家電の状態

IoTデータA

家電Aのクラウド クラウド

同じ家で束ねる

家電Ａ※

機器管理クラウド

住民票
生活リズム把握

アプリ登録 アプリ登録

●複数のIoT家電が家にある。

●IoT家電が、夫々のクラウドに
繋がっていている。

●クラウドから家電の状態が
見えている。

●異なるクラウドに接続された
IoT家電を同じ家で束ねる。

●家電データを分析･高次化し、
在不在などを推定する。

●見守り対象者の生活リズムの
変化などを市民サービスに活用。

スマートホーム部会
検討対象

ECHONET Lite Web API

エコーネット
コンソーシアム
検討対象

家電Ｂ※

※ ECHONET Lite 搭載機器

プレスリリース 団体共同広報
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デジタル田園都市基盤との連携構造



ECHONET Lite Web API のマルチベンダー連携適用ユースケースの検討
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IoT情報連携



デジタル田園都市とスマートホームの連携で実現する３つのユースケース例

B カーボンニュートラル
・各家屋への分散エネルギー活用と、その状態を地方自治体と共有連携する仕組み。
JEMA様にも参加いただき検討会を進めています。
⇒キーワード：家屋・スマメ・VPP・アグリゲーション・リソース機器

C ヘルスケア
・健康や介護は、生活共同体としての家族の支えがベースになっている側面が大きい。この状況
をデジ田と連携する事で、IT化による家族の健康増進や介護の効率化が進むのではないか？
HL７協会・日本IHE協会様にも参加いただき検討会を進めています。
⇒キーワード：家族・世帯・個人情報・介護事業者・健康管理

デジ田と連携する３つの代表的なユースケースにて、システム構造などの検討を進めています。

A レジリエンス
・家庭内の機器の動作状況から、家に人がいるなどの在不在状況を把握。
災害時に避難しているかどうかの安否確認などを行う。
防災科研様にも参加いただき検討会を進めています。
⇒キーワード：家屋・家電の情報・防災

27

ユースケース
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レジリエンス
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スマートホームを活用したレジリエンスの対応

①停電・通信断・ガス停止・断水

②在宅状況
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接続状況

人感センサ
操作

災害対応機関

発話・通知
市町村通知

推定情報

気象情報

③防災情報

エリアごと
の異常検知
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（在宅情報）

自
治
体

29

レジリエンス
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カーボンニュートラル

2023年2月15日 経産省 第43回 総合資源エネルギー調査会 省エネ
ルギー・新エネルギー分科会 省エネルギー小委員会

エネルギー需要サイドにおける今後の省エネルギー・非化石転換政策について
資源エネルギー庁 事務局資料抜粋

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/043.html
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想定されるさまざまなデマンドレスポンスに標準規格として支えていきます。

低圧リソース機器の制御

目標電力量

調整後電力量

誤差が最大10%未満

VPP制御

分単位での厳密な制御

軽い制御 節電要請への対応

目標電力量

調整後電力量

ピークを減らす方向だが
参加者の状況次第

1時間、２時間、
3時間、などの単位

5分、10分、30分
などの単位

誤差30%～50%程度目標

啓蒙依頼
期間

時間単位での
ゆるやかなな制御

１日、半日、6時間
などの単位

DR Readyの検討 



計測値・予測値など

(drReports)

ECHONET Lite Web API DR関連サービス仕様部

⚫ DR用のWeb APIを規定。多様なDR制御に対応

⚫ EL Web APIモデルを踏襲しつつ、DR関連サービス種（drEventsなど）を定義

⚫ JEMA VPP分科会と連携

DRクライアント

DR用EL Web API

DR対象

エネルギーリソース

DR対象

エネルギーリソース

DR対象

エネルギーリソース

RA(or AC)

HEMS Cloud (or RA)

DR開始時刻、タイムスロット

毎の制御値など指定

(drEvents)

drResources

＊履歴値にはresHistories活用

JEMA 「VPPにおける需要家

エネルギーリソースの活用に

関するガイドライン[第2.0版]」

(6/30公開)に利用事例掲載

リソース登録等

DR制御
計測・予測・履歴

DER機器の集合で構成

（＋低圧VPPではdsrmssも使用）

カーボンニュートラル

32

https://echonet.jp/wp/wp-content/uploads/pdf/General/Standard/web_api/ECHONET_Lite_Web_API_DR_Specs_v1.0.0.pdf



ヘルスケアサービスのユースケース例

健康機器と家電住設機器の両方を使ったIoTサービス
（介護事業者向けアプリの事例）

ヘルスチェック ルームチェック

お知らせ

総合サービス

※JAIST殿 共同研究成果含む

ECHONET Lite Web APIでヘルスケアの情報も扱います。
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ヘルスケア

https://echonet.jp/activities_with_pcha/



５．国際規格の動向とECHONET Lite規格

34

エコーネットが開く新たな世界ECHONET2.0 エコーネットシンポジウム2024

2024年3月11日



規格 宅内 サイバー空間
ECHONET 
Lite

〇
ECHONET Lite規格にて標準化

〇
相互運用性向上のため、

ECHONET Lite Web APIで
共通の言葉とデータ※を定義

SAREF
（2023年ファイナルド
ラフト公開）

△
既存の標準規格をそのまま使う

（複数規格乱立）

〇
相互運用性向上のため、

共通のデータ※を定義

HCA（2022年IF

仕様公開）
×

標準化しない

〇
クラウド間を連携し相互に運用

Matter
（2022年リリース）

〇
Matter規格にて標準化

×
標準化しない

各規格の相互運用性実現方法（最新のサイバー動向に注目）

ECHONETは、宅内とサイバー空間の両方で標準化し、相互運用性の向上に貢献

※言葉：通信プロトコル、コマンド、API データ：プロパティ、機器オブジェクト、情報モデルなど 35

海外状況



ECHONET Lite機器

宅内コントローラ

コントローラを介して
クラウドにつながる形態

住設機器

機器が直接
クラウドにつながる形態

家電機器 家電機器

A社
クラウド

B社
クラウド

C社
クラウド

スマメ

エアコン

エネルギー
サービス

デジタル
田園都市

共通の、言葉とデータ

共通の、
言葉とデータが
ほぼ全世帯

家の中

サイバー空間でも共通の言葉とデータ※を定義

スマートメータとエアコンはほぼ全世帯に普及

ECHONET Lite

（参考） ECHONET Lite（日本）

●家の中だけでなく、サイバーも共通の言葉
●ECHONET Lite機器は、スマートメータ

とエアコンで、ほぼ全世帯に普及
●機器管理クラウドに直接つながる

IoT型の機器が増えているが、
サイバー空間でも共通の言葉を用意
（ECHONET Lite Web API）

●これら新たな取り組みは、エコーネット
コンソーシアムで、ECHONET2.0戦略
として推進中。

ECHONET Lite Web API

ECHONET Lite

各社のクラウド

家電を利用したサービス

※言葉：通信プロトコル、コマンド、API
   データ：プロパティ、機器オブジェクト、情報モデルなど
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IoT機器

宅内コントローラ
IoT機器 IoT機器 IoT機器

EMS
クラウド

IoT

クラウド

EV
クラウド

エネルギー
サービス

公共
サービス

データの意味を
共通定義に変換し
このレイヤで会話

様々な
標準規格

家の中

サイバー空間で相互接続のための共通データを定義
（社会便益性のあるデータは囲い込まない）

（参考） SAREF（欧州）

●欧州委員会主導で、各団体・企業
で策定、大規模実証等を進めてきた。
データの意味を共通で定義したもの。

●規格は共通部分と、各サービス単位
の規格、とに分かれており、エネルギー
だけでなく、スマートホーム、ビル、イン
フラ系、モビリティ、ヘルスケアなど多岐

●サイバー空間でのオープン化を推進
サイバー空間上で流通するデータを、
一旦共通で解釈できる言葉に変換
し、相互運用させる仕組み。

SAREF オントロジー

複数の規格が
乱立している前提

各社のクラウド

サービス

標準規格A

標準規格C

多くの国から構成されている事情もあって、
複数の標準規格が乱立しており、
欧州統一規格的なものはできなかった。

家の中：KNX、Zigbee、EEbus
サービス：OpenADR

SAREFホームページ https://saref.etsi.org/

Semanticｰinteroperability-Layer

標準規格B 標準規格C
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海外状況



（参考）欧州エネルギー管理の相互運用性 行動規範

資料改定状況は下記参照
Support on the development 

of policy proposals for energy 

smart appliances | JRC SES 

(europa.eu)

38

海外状況

ファイナルドラフト公開版

https://ses.jrc.ec.europa.eu/development-of-policy-proposals-for-energy-smart-appliances
https://ses.jrc.ec.europa.eu/development-of-policy-proposals-for-energy-smart-appliances
https://ses.jrc.ec.europa.eu/development-of-policy-proposals-for-energy-smart-appliances
https://ses.jrc.ec.europa.eu/development-of-policy-proposals-for-energy-smart-appliances


６．エコーネットコンソーシアム入会案内

39
2024年3月11日

エコーネットが開く新たな世界ECHONET2.0 エコーネットシンポジウム2024



会員の主なメリット
1. エコーネット規格のドラフトの閲覧や意見提示ができます。

また、機器オブジェクトの新規追加や既存機器のプロパティの変更を申請する
ことができます。

2. フォーラム／シンポジウム／展示会で、自社製品や技術の展示／紹介／講演
をすることができます。

3. プラグフェストに参加し、他の会員の製品や技術との相互接続試験ができます。
4. 規格適合性認証を取得するとECHONET 、ECHONET Lite 、

ECHONET Ready ECHONET Lite AIF の商標を商品に貼付することができます。
5. エコーネット規格対応製品の開発に必要な会員ID／メーカコードを取得できます。
6. ECHONET Lite機器を対象としたサービス開発を支援する

ECHONET Lite Web API実験クラウドを利用できます。

エコーネットコンソーシアムへ皆様の入会をお待ちしております。

入会はこちら

入会案内

40

https://echonet.jp/membership/



ご清聴ありがとうございました。
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